
19：25～20：45　全員懇親会　会場：朱鷺メッセ  1F  展示ホール
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会　場 第1会場

室　名 4Fマリンホール 2FスノーホールA 2FスノーホールB 2F 中会議室 201 3F 中会議室 301 3F 中会議室 302 展示ホールA1(特設) 展示ホールA2(特設) 展示ホールA3(特設) 展示ホールA4(特設) 展示ホール

第 2会場 第 3会場 第 4会場 第5会場 第 6会場 第 7会場 第 8会場 第 9会場 第10 会場 ポスター会場
企業展示

[1-PD10]
パネルディスカッション10 
『救援者の “見えない
負担” と災害対応のこ
れからの支援者支援』

[1-WS4]
ワークショップ4 
『原子力災害時に
DMAT はどう動くか』

[1-EL1] 教育講演 1
 『災害医学研究

学会発表を良質な論文に
育てるためのポイント』

[1-SS1] 特別企画1
『（新潟大学企画）産学連
携で取り組む災害医療 DX
　ー新潟大学の取り組み』

[1-SS4] 特別企画 4 
 『緊急報告「青森県東方沖地
震における遠隔地災害拠点
病院の一部避難の判断過程
ー異なる立場からみた判断と
地域特性の共有 ー」』

[1-SS5]特別企画5（国際委員会企画）
『日本の国際医療支援 40 年の歩みとこれから』

[1-SY5]
シンポジウム 5（国際委員会企画）
『Learning from Korean Disaster Medicine: 

MCM and CBRNE Preparedness ‒ 
Japan‒Korea Joint Session』

[1-SC] 学生チャレンジ
International Committee 
Session; Student Challenge
『 ( 国際委員会企画 )Emerging 
Voices in Global Disaster 
Health Management』

[1-SY6]
シンポジウム6（国際委員会企画）
 『Session on "Japan’ s 
Contribution to the 
Development and 
Strengthening of 
National EMT 
Systems"』

[1-PD7]
パネルディスカッション7
（国際委員会企画）
『Receiving International 
EMTs in Japan: Coordination 
Mechanisms and the Roles 
of Government and NGO 

Teams』

[1-SS6] 特別企画 6（国際委員会企画） 
『クロージングサマリー』

[1-WS1]
ワークショップ1

『災害医療従事者に知ってほし
い妊婦と子どもの災害対応』

[1-PD2]
パネルディスカッション 2
 『『継ぎ目のない支援』
の実現に向けて

平時からの保健・医療・
福祉データ連携と制度
的課題の克服』

[1-SS2] 特別企画 2
 『（衛生学会との合同企
画）衛生学×災害医学
でひらく健康危機管理

キャリア
～学会横断で考える人材

育成の未来～』

[1-SS3]
特別企画 3

 『（防災学術連携体共同
企画）災害を科学する 
～地震研究の最先端～』

[1-EL2] 教育講演 2
『新潟大災害・復興研×東北大災害
研合同教育セッション「災害医療のた
めに災害を理解する 災害科学概論」』

[1-EL4] 教育講演 4 
 『平時と災害時のマネジ
メント比較 ～CSCATTT
を経営学的に読み解く』

[1-WS2]
ワークショップ 2
『フクシマのいま』[1-SY2]

シンポジウム 2
『H28 熊本地震を振り返る』

　

[1-SY3]
シンポジウム 3 

『災害医療ロジスティク
ス専門家認定者の更な
る貢献を目指した制度
化についての検討』

[1-PD1]
パネルディスカッション1
『熊本地震から10 年ー
専門職団体の歩みとこ
れからの災害支援体制』

　

[1-PD4]
パネルディスカッション4 
『多職種連携と情報シス
テムによる災害支援体制』  

[1-PD6]
パネルディスカッション 6 
『超高齢社会における

災害対策』

[1-PD11]
パネルディスカッション11
BHELP10 周年記念企画
 『多職種で作る幸せな

避難所』

[1-EL3]
教育講演 3 

『社会医学系専門医講習』

[1-SS7]
特別企画 7

 『（学会主導研究）
成果報告会』

[1-SY7]
シンポジウム7 

『マスギャザリング対応
EXPO2025大阪・関西
万博での多数来場者帰
宅困難事案から考える』

[1-SS8]
特別企画 8 

『災害対応の壁を越え
る思考法：決め打ちと
臨機対応の統合による
新たなアプローチ』

[1-SY1]
シンポジウム1

『中越のいま～中越地
震の振り返り～』

[1-PD3]
パネルディスカッション3
『災害医療コーディネーターの
役割と実際の活動について』

[1-PD5]
パネルディスカッション5 
『災害医療に関わる人
材養成の現状と課題』

　　

[1-PD8]
パネルディスカッション 8
 『空港災害対応のこれ
までの取り組みと課題』

[1-SY4]
シンポジウム4

『災害時急性期傷病へ
の挑戦 ―現場から命を
つなぐ体制づくり』

[1-PD9]
パネルディスカッション 9
『産学官連携のあり方を探る』

ポスター
セッション
1-P1~
1-P13

ポスター
閲覧

ポスター
貼付・閲覧

ランチョンセミナー1[1-LS1]
『平時と有事における感染
性医療廃棄物 現状と今後』
共催：菱機工業株式会社

ランチョンセミナー 4[1-LS4]
『日常診療でも役立つ救急災害領域に
おける高カリウム血症対応の知識～
DMAT 標準資機材リストにも反映～』
共催：アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー3[1-LS3]
『災害時の垂直避難 
ー要配慮者への備えー』
共催：日本ストライカー株式会社

ランチョンセミナー2[1-LS2]
 『誤解だらけのスフィア基準～数値より
も大切な人道支援の本質を読み解く～』
共催：ALSOK 新潟綜合警備保障株式会社

[1-GM]
総会

[1-O13]
口演 1-13

『「災害薬事」を科学する 1』

[1-O14]
口演 1-14

『「熊本地震」を科学する』

[1-O15]
口演 1-15

『「災害医療における
AI」を科学する』

[1-O16]
口演 1-16

『「情報管理」を科学する 1』

[1-O17]
口演 1-17

『「情報管理」を科学する 2』

[1-O18]
口演 1-18

『「データ分析」を科学する』

[1-O9]
口演 1-9

『「DMAT」を科学する 1』

[1-O10]
口演 1-10

『「DMAT」を科学する 2』

[1-O11]
口演 1-11

『「救助医療」を科学する』

[1-O12]
口演 1-12

『「CBRNE」を科学する』

[1-O3]
口演 1-3

 『「災害看護」を科学する』

[1-O4]
口演 1-4

『「院内災害対策」を科学する』

[1-O5]
口演 1-5

『「災害訓練」を科学する』

[1-O6]
口演 1-6

『「災害対応」を科学する』

[1-O7]
口演 1-7

『「原子力災害医療」を
科学する 1』

[1-O1]
口演 1-1

『「BCP」を科学する』

[1-O8]
口演 1-8

『「原子力災害医療」を
科学する 2』

[1-O2]
口演 1-2

『「人材育成」を科学する 1』

[1-OC] 開会式

[1-WS3]ワークショップ 3 
『“問い "を育てる：メンター
とメンティーが教える災害医
学・医療研究の最初の一歩』

共通講習（医療安全）

指 ：指導医講習会
選 ：選択受講項目（K 単位講習）

倫 ：共通講習（医療 倫理）社会医学系分野に関する講習
感 ：共通講習（感染症）
安 ：共通講習（医療 安全）
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：教育講演 ：シンポジウム ：特別企画 ：パネルディスカッション ：ワークショップ ：ランチョンセミナー ：口演／学生チャレンジ／ポスターセッション

1日目　3月 19日（木） 2026.01.30
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室　名 4Fマリンホール 2FスノーホールA 2FスノーホールB 2F 中会議室 201 3F 中会議室 301 3F 中会議室 302 展示ホールA1(特設) 展示ホールA2(特設) 展示ホールA3(特設) 展示ホールA4(特設) 展示ホール

第 2会場 第 3会場 第 4会場 第5会場 第 6会場 第 7会場 第 8会場 第 9会場 第10 会場 ポスター会場
企業展示

展示控室 1

学会併設
コース

[2-PD24]
パネルディスカッション 24 
『災害関連死予防の

取り組み』

[2-WS8]
ワークショップ 8 
『災害を科学する
～災害研究最前線～』

[2-WS7]
ワークショップ 7

 『災害対策基本法の改正
が「医療」にもたらすもの』

[2-SS12]
特別企画12

 『（熊本大学企画）（語り
部）熊本からの発信 ー
熊本地震、南阿蘇ー』

[2-WS6]
ワークショップ 6 
『富士山セッション
富士山噴火への対応』

[2-EL11] 教育講演 11 
社会医学系専門医
『指導医講習会』

[2-SS10] 特別企画10
 『【緊急報告】ミャンマー連邦共和
国地震被害における国際緊急援助
隊医療チームの活動について』

[2-PD12]
パネルディスカッション12 
『広域避難の受入れ ～
1.5 次避難・遠隔避難』

[2-SY11]
シンポジウム11
 『災害と在宅医療』

[2-EL8] 教育講演 8
 『世界初の日本酒学
（Sakeology）』

[2-PD16]
パネルディスカッション16 
『日本そして海外の「避
難所支援」と「炊き出
し」～イタリアだけじゃ
ない事例から考える～』

[2-PD26]
パネルディスカッション 26 
『保健医療福祉調整本部での
連携に向けた研修のあり方
～多職種での研修と分野別
の研修との関係性～』

[2-PD14]
パネルディスカッション14 
『災害による健康被害
の科学的検証：学際的
合意と協働を目指して』

[2-PD17]
パネルディスカッション17 
『自然災害で多発する循
環器疾患の現状と対策』

[2-WS9]
ワークショップ 9

 『病院災害対策　はて、
何から始めてよいのやら』

[2-SY13]
シンポジウム13

『大震災における呼吸
器疾患患者』 [2-SY15]

シンポジウム15 
『透析医療を確保する
災害時広域連携の進歩

と課題』

[2-SY8]
シンポジウム8

 『熊本地震から10 年 
～その教訓はどのよう
に活かされたか』

[2-SY9]
シンポジウム9

 『越の民は立ち直りたり』

[2-PD25]
パネルディスカッション 25 
『極限状況を乗り越える力
ー国際緊急人道支援にお
ける『支援者支援』の多
角的アプローチー』」

[2-PD23]
パネルディスカッション 23 
『これからの国際緊急
援助の在り方について』

[2-EL13] 教育講演 13 
『感染症アウトブレイク・パン

デミックの対処と課題
～公衆衛生倫理と人権問題～』

[2-EL12] 教育講演 12
『災害医療現場に必要
となるリーダーシップ・
マネジメントを考える』

[2-PD20]
パネルディスカッション 20 
『病院BCPと地域連携』

[2-SY14]
シンポジウム14 

『「BCP 研修には何が
求められるか？」ー企
画する立場からー』

[2-PD21]
パネルディスカッション 21 
『災害医療教育の未来図 ー
学生に何をどう教えるかー』

[2-SS9]
特別企画 9

 『（新潟県医師会企画）
新潟県の災害における
保健医療活動

～被災地医師会、ＤＭ
ＡＴ、行政の連携～』　

[2-WS5]
ワークショップ 5

『振り返りの技法 significant 
event analysis を学ぼう』

[2-PD22]
パネルディスカッション 22 
『災害看護の実践知の構
造化と標準化に向けて』

[2-PD19]
パネルディスカッション19 
『原子力災害時の放射

線防護措置』

[2-PD13]
パネルディスカッション13 
『CSM 訓練の軌跡と未
来 ー災害医療の魂を次

世代へー』

[2-EL5] 教育講演 5
[2-EL7] 教育講演 7
 『新潟県中越地震からの教訓
～DiaMATの創設に向けて』

[2-PD15]
パネルディスカッション15 
『行政の BCP の現状』

[2-PD18]
パネルディスカッション18 
『私はなぜ災害医療を

志したか』

[2-SS11]
特別企画11

 『（新潟大学企画）新潟からの
発信！ ー企業の取り組みー』

ポスター
セッション
2-P1~
2-P14

ポスター
閲覧

ポスター
閲覧

DMORT
総会

JADM公
認 CRASH
試行コース
[Collapse
d-site 
Rescue 
And 

Support 
Healthca
re]

ランチョンセミナー 5[2-LS5]
 『被災地への医療コンテナの効果的
輸送方法を考える・・・鉄道・陸路・
海上輸送の課題と今後について・・・』
共催：エア・ウォーター防災株式会社

共催：オーソ・クリニカル・ダ
イアグノスティックス株式会社

ランチョンセミナー 6[2-LS6]
『警備会社における災
害リスクマネジメント』
共催：ALSOK 新潟綜合警備保障株式会社

ランチョンセミナー7[2-LS7]
『災害に強い病院づくりに大切なこと
～建築でできること、運営でできること～』
共催：清水建設株式会社

ランチョンセミナー 8[2-LS8]
『（仮）災害時に機能する医療体制とは
～DMAT 経験と災害拠点病院の実践
から考える検査室と院内連携～』

[2-PL]
会長講演

[2-EL9] 教育講演 9 
『イノベーションを生み出す人材と組織：忍者（起
承）と武士（転結）の融合が創り出す「起承転
結」の現場対応力～災害医療を動かすヒント～』

[2-EL10] 教育講演 10
『災害時の要支援者に対
する口腔ケアと食支援』

[2-O6]
口演 2-6

『「国際災害支援」を
科学する 1』

[2-O7]
口演 2-7

『「国際災害支援」を
科学する 2』

[2-O3]
口演 2-3

『「学生研究」を科学する』

[2-O4]
口演 2-4

『「広域搬送」を科学する』

[2-O9]
口演 2-9

『「能登半島地震」を科学する』

[2-O8]
口演 2-8

『「人材育成」を科学する2』

[2-O5]
口演 2-5

『「災害薬事」を科学する 2』

[2-O2]
口演 2-2

『「災害時輸送」を科学する』

[2-O1]
口演 2-1

『「経験知」を科学する』
[2-EL6] 教育講演 6 
『介護医療都市と能登

半島地震』

[2-SY10]
シンポジウム10

 『病院・福祉施設の籠
城支援を考える』

[2-SY12]
シンポジウム12

 『WHOKCジョイントセッ
ション：Health EDRM
( 災害・健康危機管理 )
研究の現在地と未来地図』

　

共通講習（感染症）

『本人主体の PHR（パーソナルヘルス
レコード）で実現する災害医療 DX　～
日常からのデジタルを活用した災害対
策で我が国の医療 DXをリードする～』
『災害時要配慮者を見逃さない社会の
実現！ ―PHRをオフラインからシーム

レスに活用する “THOTH”』

指 ：指導医講習会
選 ：選択受講項目（K 単位講習）

倫 ：共通講習（医療 倫理）社会医学系分野に関する講習
感 ：共通講習（感染症）
安 ：共通講習（医療 安全）

選選

選 選

選 選 選 選

選選 選 選 選 選

選 選 選 選 選 選

選

選 選 選 選

選 選 選

選

選 選 選 選 選

指

感

15：00～16：30

9：00～10：009：00～10：00

10：10～11：40

9：00～10：00

7：50～8：50

15：00～16：00

17：50～19：20 17：50～19：20

15：00～16：00 15：00～16：00 15：00～16：30 15：00～16：30

17：50～19：20 17：50～19：20

15：00～16：00

16：10～17：40

16：40～18：10

16：10～17：40 16：10～17：40

17：50～19：2017：50～19：20

16：40～17：40

15：00～16：00

16：10～17：40

17：50～19：2017：50～19：20

10：10～11：40

9：00～10：00

10：10～11：4010：10～11：4010：10～11：40

9：00～10：00 9：00～10：00

8：30～10：00 8：30～10：00

10：10～11：40

10：35～11：35

10：10～11：40

13：55～14：55

13：30～

13：00～16：00

12：00～12：50 12：00～12：50 12：00～12：50 12：00～12：50

13：00～13：45

16：40～17：40

15：00～16：00

9：00～10：00

10：10～11：10

9：00～10：00

10：10～11：10

17：50～18：50

16：40～17：4016：40～17：40

16：10～17：10

15：00～16：00
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17：00

18：00
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会　場 第1会場

室　名 4Fマリンホール 2FスノーホールA 2FスノーホールB 2F 中会議室 201 3F 中会議室 301 3F 中会議室 302 展示ホールA1(特設) 展示ホールA2(特設) 展示ホールA3(特設) 展示ホールA4(特設) 展示ホール

第 2会場 第 3会場 第 4会場 第5会場 第 6会場 第 7会場 第 8会場 第 9会場 第10 会場 ポスター会場
企業展示

3F小会議室
306・307

学会併設
コース

[3-EL15] 教育講演 15
『VUCA（変動性、不確実
性、複雑性、曖昧性）の時
代のキャリアと志を考える』

[3-WS11]
ワークショップ11

『キャリアの迷いに向き合う ～災害医
療に関わる人たちのリアルと対話～』

[3-SS14] 特別企画14
『災害対応思考の理論と実践：
OODA ループで読み解く決
め打ちと臨機対応の相補性』

[3-PD34]
パネルディスカッション34 
『災害を科学する 
～過去の災害に学び将
来の災害に備える』

[3-SY18]
シンポジウム18 

『歴史に学ばない災害対応』

[3-PD28]
パネルディスカッション 28 
『災害時における医療
提供体制（医療用車両・
コンテナ・船舶の活用）

を考える』

[3-PD30]
パネルディスカッション30 
『統合された災害精神・
心理対応を考える。
海外のMHPSS の概
念を日本で再考する。』

[3-PD32]
パネルディスカッション32 
『AI・DX が拓く次世
代災害医療と、その実
装を阻む『壁』の克服』

[3-SY17]
シンポジウム17

『被災地における現地
保健所（長）の役割』

[3-PD33]
パネルディスカッション33 
『災害急性期の運動器
外傷対応 ー災害時に整
形外科医がやるべきこ
とを考えるー』

[POL]
市民公開講座

『近年の自然災害から
みた新たな対応課題と
防災の新展開』

[3-SS15]
特別企画15

DMAS 企画 第 13 回
学生フォーラム

座談会「CBRNE（複合）
災害における多職種連携」

[3-SY16]
シンポジウム16

『中越沖地震　最前線
で起きていたこと』

[3-WS10]
ワークショップ10
 『避難所開設・運営と被
災地支援の課題と新展開』

[3-WS14]
ワークショップ14

『災害医療でのロボットの可能性』

[3-PD27]
パネルディスカッション 27 
『「熊本地震から10 年 ー
DHEAT による被災者支援
活動の継承と挑戦

～地域で守る命と暮らし～」』

[3-WS13]
ワークショップ13

『病院で火災、その実際は？』

[3-SS13] 特別企画13
 『【緊急報告】スリランカ民主社会主義
共和国サイクロン被害における国際緊
急援助隊医療チームの活動について』

[3-PD29]
パネルディスカッション 29 
『社会医学の視点で
はぐくむ地域連携』

[3-WS15]
ワークショップ15

『災害時の電子処方せ
んについて』

[3-WS12]
ワークショップ12

『災害時における全国医療情
報プラットフォームの活用』

[3-PD31]
パネルディスカッション31 
『災害時に効果的な医薬
品供給・薬事衛生を行
うために今できることは
～これまでの課題とこ
れから何をすべきか～』

[3-SY20]
シンポジウム 20
『病院・施設搬送』

[3-EL14] 教育講演 14 
『仏教思想から考える
死生観と苦の定義』

[3-WS16]
ワークショップ16

『災害とテクノロジー』

ランチョンセミナー 9[3-LS9]
『災害における遺族支援 ～DMORT
（災害死亡者家族支援チーム）とは～』
共催：ALSOK 新潟綜合警備保障株式会社

ランチョンセミナー10[3-LS10]
『北陸地方整備局におけ
るTEC-FORCE 活動』
共催：ALSOK 新潟綜合警備保障株式会社

ランチョンセミナー11[3-LS11]
『医療現場と避難所で求められる対応
― 呼吸器感染症（COVID-19・イン
フルエンザ等）への対応を例に ―（仮）』
共催：塩野義製薬株式会社

[3-SY19]
シンポジウム19

『令和 8 年防災庁の設
置で日本の避難生活環
境は改善されるのか』

ポスター
セッション
3-P1~
3-P19

ポスター
閲覧

ポスター
撤去

MCLS-
CBRNE
コース

JMCLS
大量殺傷
型テロ対応
病院コース

[3-PD35]
パネルディスカッション35 
『災害時の静脈血栓塞栓
症（VTE）の多職種連携』

[CC]
閉会式

[3-O3]
口演 3-3

『「災害精神」を科学する』

[3-O4]
口演 3-4

『「子ども・医療的ケア児」
を科学する』

[3-O5]
口演 3-5

『「人材育成」を科学する 3』

[3-O2]
口演 3-2

『「地域連携」を科学する』

[3-O1]
口演 3-1

『「感染」を科学する』

共通講習（医療倫理）

指 ：指導医講習会
選 ：選択受講項目（K 単位講習）

倫 ：共通講習（医療 倫理）社会医学系分野に関する講習
感 ：共通講習（感染症）
安 ：共通講習（医療 安全）

選 選倫 選 選

選

選選 選 選 選 選 選 選 選

選 選 選 選 選

選

選

選

9：50～10：50

11：00～12：00

14：20～15：2014：20～15：50 14：20～15：50 14：20～15：50 14：20～15：5014：20～15：50 14：20～15：50

15：50～17：00

15：30～17：00

10：20～11：50

9：10～10：10 9：10～10：10

10：20～11：50 10：20～11：50

9：10～10：109：10～10：10

10：20～11：50

9：10～10：10

14：20～15：20

10：20～11：5010：20～11：50

9：10～10：10

10：20～11：20

12：10～13：00 12：10～13：00 12：10～13：00

10：20～11：50

13：10～14：10

8：20～12：30

12：50～17：00

14：20～15：50

16：00～16：30

9：10～10：10

10：20～11：20

14：20～15：20

9：10～10：109：10～10：10
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